
 8-1-1 

第8章 環境影響評価の結果 

第1節 大気質 

対象道路事業実施区域及びその周辺には住居等が存在し、工事の実施における建設機械の稼働、

資材及び機械の運搬に用いる車両（以下、「工事用車両」といいます。）の運行に伴い発生する二

酸化窒素（NO2）、浮遊粒子状物質（SPM）及び粉じん等、自動車の走行に伴い発生する二酸化窒素

及び浮遊粒子状物質の影響が考えられるため、調査、予測及び評価を行いました。 

 

1.1  建設機械の稼働に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質 

 

1） 調査 

（1） 調査の手法 

① 調査した情報 

a） 大気質の状況 

二酸化窒素、窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の濃度を調査しました。 

b） 気象の状況 

風向、風速、日射量及び雲量を調査しました。 

 

② 調査手法 

調査は、既存資料調査及び現地調査により行いました。 

既存資料調査は、対象道路事業実施区域の近傍に存在する公的な通年観測所として大阪管区

気象台及び自治体等が観測している観測所の測定結果を収集・整理することにより行いました。 

既存資料を表 8-1-1 に示します。 

 

表 8-1-1 既存資料一覧 

資料名 発行者 
発行年月又は 

資料確認時点 

平成 25 年度 大気汚染常時測定局測定結果 大阪府 平成 26 年 9月 

気象庁ホームページ 気象庁 平成 26 年 6月時点 

大阪府地域大気汚染常時監視測定データ 大阪府 平成 26 年 6月時点 

 

現地調査は、表 8-1-2 に示す項目・方法で行いました。調査に使用した測定機器を表 8-1-3

に示します。 

 

表 8-1-2 大気質及び気象の調査方法 

調査項目 測定方法 

大 気 質

の状況 

二酸化窒素及

び窒素酸化物 

｢二酸化窒素に係る環境基準について｣(昭和 53 年環境

庁告示第 38 号)に規定される測定方法 

浮遊粒子状物

質 

｢大気の汚染に係る環境基準について｣(昭和 48 年環境

庁告示第 25 号)に規定される測定方法 

気象の 

状況 
風向､風速 

「地上気象観測指針」 

（平成 14年 3 月、気象庁）による観測方法 
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表 8-1-3 使用測定機器一覧 

調査項目 測定機器 

大気質の状況 

二酸化窒素及び

窒素酸化物 
窒素酸化物自動計測器 

浮遊粒子状物質 浮遊粒子状物質自動計測器 

気象の状況 風向・風速 風車型風向風速計 

 

③ 調査地域 

調査地域は、大気質の拡散の特性を踏まえて、大気質に係る影響を受けるおそれがある地域

として、対象道路の地表改変部周辺において、住居等の保全対象が存在する、あるいは将来の

立地が見込まれる地域としました。 

調査地域を表 8-1-4 及び図 8-1-1 に示します。 

 

④ 調査地点 

調査地点は、大気質の拡散の特性を踏まえて、調査地域における大気質に係る影響を予測及

び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点とし、大気質の状況について

は調査地域の中で窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の濃度の変化があると考えられる箇所ごとに、

気象の状況については調査地域を代表する気象の状況が得られる箇所に設定しました。 

調査地点を表 8-1-4 及び図 8-1-1 に、調査地点ごとの測定高さを表 8-1-5 に示します。また、

既存資料調査及び現地調査の調査地点詳細位置を図 8-1-2(1)～(5)に示します。 

 

表 8-1-4 調査地域及び調査地点 

調査 

区分 
調査地域 

番

号 
調査地点 所在地 

調査項目 

大気質 気象 

二酸化窒

素及び窒

素酸化物 

浮遊粒子 

状物質 

風向・ 

風速 

日射量 

・雲量 

既存 

資料 

調査 

気象

台 
－ A 

大阪管区気象

台 

大阪市中央区 

大手前 4丁目 
－ － ○ ○ 

一般 

環境 

大気 

測定

局 

(仮称 )豊

崎 IC 周辺 
Ⅰ 菅北小学校 

大阪市北区 

菅栄町 9丁目 
○ ○ － － 

(仮称 )内

環 IC 周辺 

Ⅱ 
第三測定局

(錦) 

守口市寺方 

本通 3丁目 
○ ○ ○ － (仮称 )門

真西 IC･門

真 JCT周辺 

現地調査 

(仮称 )豊

崎 IC 周辺 

① 豊崎東公園 
大阪市北区 

豊崎 4丁目 
○ ○ ○ － 

② 
淀川河川事務

所毛馬出張所 

大阪市北区 

長柄東 3丁目 
－ － ○ － 

(仮称 )内

環 IC 周辺 

③ 焼野南公園 
大阪市鶴見区 

焼野 2丁目 
○ ○ ○ － (仮称 )門

真西 IC･門

真 JCT周辺 

注）既存資料調査地点Ⅱ及び現地調査地点③は、(仮称)内環 IC 周辺と(仮称)門真西 IC･門真 JCT 周辺の両地域を

代表する調査地点として設定しました。  
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表 8-1-5 測定高さ 

調査 

区分 
調査地域 

番

号 
調査地点 所在地 

調査項目 

大気質 気象 

二酸化窒

素及び窒

素酸化物 

浮遊粒子 

状物質 

風向・ 

風速 

既存 

資料 

調査 

気象台 － A 大阪管区気象台 
大阪市中央区 

大手前 4丁目 
－ － 22.9m 

一般 

環境 

大気 

測定局 

(仮称)豊崎

IC 周辺 
Ⅰ 菅北小学校 

大阪市北区 

菅栄町 9丁目 
20.0m 20.0m － 

(仮称)内環

IC 周辺 

Ⅱ 第三測定局(錦) 
守口市寺方 

本通 3丁目 
11.0m 11.0m 12.0m (仮称)門真

西 IC･門真

JCT 周辺 

現地調査 

(仮称)豊崎

IC 周辺 

① 豊崎東公園 
大阪市北区 

豊崎 4丁目 
1.5m 3.0m 10.0m 

② 
淀川河川事務所

毛馬出張所 

大阪市北区 

長柄東 3丁目 
－ － 29.0m 

(仮称)内環

IC 周辺 

③ 焼野南公園 
大阪市鶴見区 

焼野 2丁目 
1.5m 3.0m 10.0m (仮称)門真

西 IC･門真

JCT 周辺 

注）既存資料調査地点Ⅱ及び現地調査地点③は、(仮称)内環 IC 周辺と(仮称)門真西 IC･門真 JCT 周辺の両地域を

代表する調査地点として設定しました。 
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①

②

③
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図　

名

対象道路事業実施区域

Scale 1:50,000

1000m 0 1 2km

出典：気象庁ホームページ
　　　大阪府 大気汚染常時監視測定データ（大阪府環境農林水産部ホームページ）

図8-1-1　大気質及び気象の
　　　　　　　　 調査地域・調査地点位置図

記 号 番号

凡　　　　例

名　　称 備　考

既存資料調査

現地調査

Ⅰ

Ⅱ

①

②

③

A

菅北小学校

第三測定局(錦)

豊崎東公園

淀川河川事務所毛馬出張所

焼野南公園

大阪管区気象台
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図 8-1-2(1) 既存資料調査地点詳細位置図（調査地点Ⅰ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1-2(2) 既存資料調査地点詳細位置図（調査地点Ⅱ） 

  

Ⅰ 菅北小学校 

Scale 1:5,000 

0 200m 100 

Ⅱ 第三測定局(錦) 

Scale 1:5,000 

0 200m 100 凡  例 

記号 名 称 

● 一般環境大気測定局 

凡  例 

記号 名 称 

● 一般環境大気測定局 
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図 8-1-2(3) 現地調査地点詳細位置図（調査地点①） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1-2(4) 現地調査地点詳細位置図（調査地点②） 

  

② 淀川河川事務所毛馬出張所 

凡  例 

記号 名 称 

 対象道路 

● 気象調査地点 

① 豊崎東公園 
凡  例 

記号 名 称 

 対象道路 

● 大気質・気象調査地点 Scale 1:5,000 

0 200m 100 

Scale 1:5,000 

0 200m 100 
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図 8-1-2(5) 現地調査地点詳細位置図（調査地点③） 

 

⑤ 調査期間等 

既存資料調査及び現地調査の調査期間を、表 8-1-6 に示します。 

表 8-1-6 調査期間 

調査 

区分 

番

号 
調査地点 調査期間 

既存 

資料 

調査 

A 大阪管区気象台 

○気象(風向・風速) 

平成 15 年 4月 1日～平成 26 年 3月 31 日（11 年間） 

○気象(日射量・雲量) 

平成 25 年 4月 1日～平成 26 年 3月 31 日（1年間） 

Ⅰ 菅北小学校 

○大気質(二酸化窒素、窒素酸化物及び浮遊粒子状物質) 

年平均値：平成 21 年 4月 1日～平成 26 年 3 月 31 日（5年間） 

1 時間値：現地調査と同時期 

Ⅱ 第三測定局(錦) 

○大気質(二酸化窒素、窒素酸化物及び浮遊粒子状物質) 

年平均値：平成 21 年 4月 1日～平成 26 年 3 月 31 日（5年間） 

1 時間値：現地調査と同時期 

○気象(風向・風速) 

平成 25 年 4月 1日～平成 26 年 3月 31 日（1年間）、現地調査と同時期 

現地 

調査 

① 豊崎東公園 
○大気質(二酸化窒素、窒素酸化物及び浮遊粒子状物質)、気象(風向・風速) 

夏季：平成 24 年 8 月 2日～8月 8日（7日間） 

秋季：平成 24 年 10 月 24 日～10 月 30 日（7日間） 

冬季：平成 25 年 1 月 17 日～1月 23 日（7日間） 

春季：平成 25 年 5 月 10 日～5月 16 日（7日間） 
③ 焼野南公園 

② 
淀川河川事務所 

毛馬出張所 

○気象(風向・風速) 

平成 25 年 4月 1日～平成 26 年 3月 31 日（1年間） 

③ 焼野南公園 

凡  例 

記号 名 称 

 対象道路 

● 大気質・気象調査地点 
Scale 1:5,000 

0 200m 100 
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（2） 調査の結果 

① 既存資料調査 

a） 大気質の状況 

（a）二酸化窒素及び窒素酸化物の濃度 

過去5年間における二酸化窒素及び窒素酸化物の濃度の状況を表8-1-7、表8-1-8に示します。

各測定局における二酸化窒素及び窒素酸化物の年平均値の推移を見ると、概ね横ばい傾向にあり

ます。 

平成 25 年度における年平均値は、二酸化窒素は 0.017～0.020ppm、窒素酸化物は 0.026～

0.027ppm です。 

表 8-1-7 二酸化窒素の濃度の状況（過去 5年間） 

［単位：ppm］  

調査 

地点 

番号 

測定局名 
年平均値 

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

Ⅰ 菅北小学校 0.019 0.022 0.021 0.020 0.020 

Ⅱ 第三測定局（錦） 0.020 0.018 0.021 0.018 0.017 

資料：「平成25年度 大気汚染常時測定局測定結果」（平成26年9月、大阪府） 

 

表 8-1-8 窒素酸化物の濃度の状況（過去 5年間） 

［単位：ppm］  

調査 

地点 

番号 

測定局名 
年平均値 

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

Ⅰ 菅北小学校 0.025 0.028 0.027 0.026 0.026 

Ⅱ 第三測定局（錦） 0.033 0.029 0.034 0.029 0.027 

資料：「平成25年度 大気汚染常時測定局測定結果」（平成26年9月、大阪府） 

 

（b）浮遊粒子状物質の濃度 

過去 5年間における浮遊粒子状物質の濃度の状況を表 8-1-9 に示します。各測定局における浮

遊粒子状物質の年平均値の推移を見ると、概ね横ばい傾向にあります。 

平成 25 年度における年平均値は、0.022～0.024mg/m3です。 

 

表 8-1-9 浮遊粒子状物質の濃度の状況（過去 5年間） 

［単位：mg/m3］  

調査 

地点 

番号 

測定局名 
年平均値 

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

Ⅰ 菅北小学校 0.026 0.023 0.021 0.018 0.024 

Ⅱ 第三測定局（錦） 0.023 0.022 0.022 0.021 0.022 

資料：「平成25年度 大気汚染常時測定局測定結果」（平成26年9月、大阪府） 
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b） 気象の状況 

（a）風向・風速 

平成 25 年度の風向・風速の状況を表 8-1-10 及び図 8-1-3 に示します。最多風向については、

大阪管区気象台では西、第三測定局（錦）では北北東の風向の出現頻度が高くなっています。 

1 時間値の平均風速については、1.8～2.5m/s の範囲内にあり、静穏率については 0.3～8.1％

の範囲内にあります。 

 

表 8-1-10 風向・風速の状況（平成 25 年度） 

調査 
地点 
番号 

測定局名 
測定高さ 

（m） 

風速（1時間値） 最多風向と出現頻度 
静穏率 

(％) 
平均風速 
（m/s） 

最高風速 
（m/s） 

風向 
頻度 

(％) 

A 大阪管区気象台 22.9 2.5 9.1 W 12.6 0.3 

Ⅱ 第三測定局（錦） 12.0 1.8 7.5 NNE 14.0 8.1 

注）静穏率は、大阪管区気象台は風速0.2m/s 以下、第三測定局（錦）は風速0.4m/s 以下の出現頻度を示します。 

資料：気象庁ホームページ（気象庁）、大阪府地域大気汚染常時監視測定データ（大阪府） 
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図 8-1-3 年間風配図 
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（b）日射量・雲量 

大阪管区気象台の平成 25 年度における時間別の日射量・雲量の測定結果を収集・整理しまし

た。日射量・雲量の整理結果を、表 8-1-11 及び表 8-1-12 に示します。 

平成 25 年度における日射量は 7.8～21.8MJ/m2、雲量は 5.4～8.5 です。 

なお、収集した日射量・雲量の測定結果は、大気安定度を設定するために用いました。 

 

表 8-1-11 全天日射量（大阪管区気象台：平成 25 年度） 

［単位：MJ/m2］ 

年月 
項目 

平成 25 年 平成 26 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

全天日射量 

（月平均） 
18.5 21.8 17.1 19.8 19.8 16.0 10.9 9.4 7.8 9.2 10.3 14.1 

資料：気象庁ホームページ（気象庁） 

 

表 8-1-12 雲量（大阪管区気象台：平成 25 年度） 

年月 
項目 

平成 25 年 平成 26 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

平均雲量 

（月平均） 
6.6 6.1 8.5 7.4 6.3 5.4 7.2 5.6 6.0 5.7 7.2 6.1 

資料：気象庁ホームページ（気象庁） 
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② 現地調査 

a） 大気質の状況 

（a）二酸化窒素、窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の濃度 

二酸化窒素、窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の現地調査結果を、表 8-1-13 に示します。 

 

表 8-1-13 二酸化窒素、窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の現地調査結果 

調査

地点

番号 

調査地点 測定期間 二酸化窒素(ppm) 窒素酸化物(ppm) 
浮遊粒子状物質

(mg/m3) 

① 豊崎東公園 

夏季 0.012 0.016 0.015 

秋季 0.026 0.036 0.020 

冬季 0.025 0.037 0.020 

春季 0.027 0.034 0.028 

四季 0.023 0.031 0.021 

③ 焼野南公園 

夏季 0.012 0.017 0.019 

秋季 0.024 0.038 0.019 

冬季 0.023 0.038 0.021 

春季 0.025 0.032 0.030 

四季 0.021 0.031 0.022 

注）調査結果は調査期間1週間の期間平均値を示しています。 

 

b） 気象の状況 

気象の現地調査結果を、表 8-1-14 及び図 8-1-4～図 8-1-6 に示します。 

 

表 8-1-14 気象の現地調査結果 

調査

地点

記号 

調査地点 測定期間 最多風向 
風速(m/s) 

平均値 最大値 最小値 

① 豊崎東公園 

夏季 N 1.0  2.3  0.0  

秋季 NNW 0.6  1.8  0.0  

冬季 N 0.5  1.4  0.0  

春季 SSW 0.6  2.5  0.0  

四季 N 0.7  2.5  0.0  

② 
淀川河川事務所

毛馬出張所 

夏季 W 3.1 9.6 0.1 

秋季 NE 2.4 10.2 0.1 

冬季 W 2.5 11.5 0.0 

春季 W 2.8 11.9 0.0 

四季 W 2.7 11.9 0.0 

③ 焼野南公園 

夏季 ENE 2.5  4.8 0.5 

秋季 NNE 1.5  3.9 0.0 

冬季 NW 1.9  4.7 0.0 

春季 W 1.7  5.6 0.0 

四季 ENE 1.9  5.6 0.0 

注）風速の最大値及び最小値は1時間値を示しています。 
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図 8-1-4 季節別風配図（豊崎東公園）（左から夏季・秋季・冬季・春季） 

 

 

図 8-1-5 季節別風配図（淀川河川事務所毛馬出張所）（左から夏季・秋季・冬季・春季） 

 

 

図 8-1-6 季節別風配図（焼野南公園）（左から夏季・秋季・冬季・春季） 
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2） 予測 

（1） 予測の手法 

① 予測手法 

建設機械の稼働に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測は、「道路環境影響評価の技術手

法（平成 24 年度版）」（平成 25 年 3 月、国総研資料第 714 号・土木研究所資料第 4254 号）（以

下、「道路環境影響評価の技術手法」といいます。）に基づき、建設機械からの寄与濃度及び工

事施工ヤード内の工事用道路を走行する工事用車両からの寄与濃度を算出し、現況のバックグ

ラウンド濃度に予測結果を足し合わせ、濃度の年平均値を求めることにより行いました。 

建設機械からの寄与濃度は、点煙源を排出源高さに配置し、大気拡散式を用いて年平均値を

求めることにより行いました。予測手順を図 8-1-7 に示します。 

工事用車両からの寄与濃度は、「第 8章 第 1節 1.2 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行

に係るに係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質」の予測の手法と同様としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1-7 建設機械の稼働に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測手順 
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予測式は、次式を用いました。 

a） 拡散式 

プルーム式は有風時（風速 1m/s を超える場合）に、パフ式は弱風時（風速 1m/s 以下の場合）

に適用しました。 

 

（a）プルーム式（有風時：風速 1m/s を超える場合） 

 

ここで、  

C(x,y,z) :(x,y,z)地点における窒素酸化物濃度（ppm）（又は浮遊粒子状物質濃度（mg/m3）） 

 Q :点煙源の窒素酸化物の排出量（mL/s）（又は浮遊粒子状物質の排出量（mg/s）） 

 u :平均風速（m/s） 

 H :排出源の高さ（m） 

 σy , σz :水平（y）、鉛直（z）方向の拡散幅（m） 

 x :風向に沿った風下距離（m） 

 y : x 軸に直角な水平距離（m） 

 z : x 軸に直角な鉛直距離（m） 

 

（b）パフ式（弱風時：風速 1m/s 以下の場合） 

 

ここで、 

 

 

 

 

 t0 :初期拡散幅に相当する時間（s）  

 α , γ :拡散幅に関する係数 
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b） 拡散幅等 

（a）プルーム式（有風時：風速 1m/s を超える場合）に使用する拡散幅 

・水平方向の拡散幅（σ y） 

σ y=σ y 0+1.82･σ y p  

σ y 0=Wc /2 

ここで、 

σ y 0  ：水平方向初期拡散幅（m） 

σ y p  ：Pasquill-Gifford の水平方向拡散幅（m） 

Wc ：道路計画幅（m） 

 

・鉛直方向の拡散幅(σ z) 

σ z=σ z 0+σ z p 

σ z 0=2.9m 

ここで、 

σ z 0  ：鉛直方向初期拡散幅（m） 

σ z p ：Pasquill-Gifford の鉛直方向拡散幅（m） 

 

なお、水平方向の拡散幅及び鉛直方向の拡散幅は、表 8-1-15 に示す近似式により設定しまし

た。 

表 8-1-15 Pasquill-Gifford の拡散幅の近似式 

σ y p(x)=γ y･xα y  

大気安定度 αy γ y 風下距離 x（m） 

A 0.901 0.426 0～1,000 

B 0.914 0.282 0～1,000 

C 0.924 0.1772 0～1,000 

D 0.929 0.1107 0～1,000 

 

σ z p (x)=γ z･xα z  

大気安定度 αz γ z 風下距離 x（m） 

A 
1.122 0.0800 0～300 

1.514 0.00855 300～500 

B 0.964 0.1272 0～500 

C 0.918 0.1068 0～ 

D 0.826 0.1046 0～1,000 

注）表中の記号の内容は以下のとおりです。 

A:強不安定 B:不安定 C:弱不安定 D:中立 

 

  



 8-1-16 

 

（b）パフ式（弱風時：風速 1m/s 以下の場合）に使用する拡散幅 

・初期拡散幅に相当する時間（t0） 

 

ここで、 

 Wc ：道路計画幅(m) 

 

・拡散幅に関する係数（、） 

拡散幅に関する係数は、表 8-1-16 のとおり設定しました。 

 

表 8-1-16 弱風時の拡散幅に関する係数 

大気安定度  
A 0.948 1.569 

A-B 0.859 0.862 

B 0.781 0.474 

B-C 0.702 0.314 

C 0.635 0.208 

C-D 0.542 0.153 

D 0.470 0.113 

注）表中の記号の内容は以下のとおりです。 

A:強不安定 A-B:強不安定から不安定の間 

B:不安定 B-C:不安定から弱不安定の間 

C:弱不安定 C-D:弱不安定から中立の間 D:中立 
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② 予測地域 

予測地域は、大気質の拡散の特性を踏まえて、建設機械の稼働に係る大気質の影響を受ける

おそれがある地域として、建設機械が稼働する工事区域周辺において、住居等の保全対象が存

在する、あるいは将来の立地が見込まれる地域としました。 

予測地域を表 8-1-17 及び図 8-1-8 に示します。 

 

③ 予測地点 

予測地点は、大気質の拡散の特性を踏まえて、予測地域における建設機械の稼働に係る大気

質の影響を的確に把握できる地点として、工事の区分ごとに最も影響が大きいと考えられる断

面における官民境界の地上 1.5m としました。（仮称）鶴見換気所については、周辺に住居等の

保全対象が隣接しないことから、予測地点を設定しないこととしました。 

予測地点を表 8-1-17 及び図 8-1-8 に示します。 

 

表 8-1-17 予測地域及び予測地点 

予測地域 
予測地点 

番号 
予測地点 工事の区分 

（仮称）豊崎 IC 周辺 

1 大阪市北区中津 2丁目 高架 

2 大阪市北区豊崎 7丁目 土工（盛土） 

3 大阪市北区豊崎 6丁目 換気所 

4 大阪市北区本庄東 3丁目 
土工（掘割） 

トンネル（開削） 

5 大阪市北区天神橋 8丁目 トンネル（開削・シールド） 

（仮称）内環 IC 周辺 

6 大阪市鶴見区横堤 4丁目 トンネル（開削・シールド） 

7 大阪市鶴見区諸口 6丁目 
土工（掘割） 

トンネル（開削） 

（仮称）門真西 IC・

門真 JCT 周辺 
8 大阪市鶴見区浜 4丁目 高架 

 

 

④ 予測対象時期等 

予測対象時期等は、工事の区分ごとに建設機械の稼働による影響が最も大きくなると予想さ

れる時期としました。 
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⑤ 予測条件 

a） 予測断面 

予測地点の断面図を図 8-1-9(1)～(8)に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1-9(1) 予測断面図（予測地点 1 大阪市北区中津 2丁目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1-9(2) 予測断面図（予測地点 2 大阪市北区豊崎 7丁目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1-9(3) 予測断面図（予測地点 3 大阪市北区豊崎 6丁目）
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ｵﾌﾗﾝﾌﾟ 

7.7 

淀川左岸線 

ｵﾝﾗﾝﾌﾟ 

対象道路 

ｵﾌﾗﾝﾌﾟ 

8.0 

街路 

68.9 

1.5 
● 

●：予測地点 

▲：官民境界 

(単位：m) 

1.5 
● 

●：予測地点 

▲：官民境界 

(単位：m) 

1.5 
● 

●：予測地点 

▲：官民境界 

(単位：m) 

淀川左岸線 

東行 

淀川左岸線 

西行 

対象道路 

ｵﾌﾗﾝﾌﾟ 

都市計画道路 

淀川南岸線 

淀川左岸線 

ｵﾌﾗﾝﾌﾟ 
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注）開削工事を実施します。 

図 8-1-9(4) 予測断面図（予測地点 4 大阪市北区本庄東 3丁目） 

  

3.0 17.4 

対象道路本線 

都市計画道路 

淀川南岸線 1.5 
● 

●：予測地点 

▲：官民境界 

(単位：m) 
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図 8-1-9(5) 予測断面図（予測地点 5 大阪市北区天神橋 8丁目） 

  

3.0 21.7 

対象道路 

立坑 

都市計画道路 

淀川南岸線 1.5 
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●：予測地点 

▲：官民境界 

(単位：m) 
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図 8-1-9(6) 予測断面図（予測地点 6 大阪市鶴見区横堤 4丁目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）開削工事を実施します。 

図 8-1-9(7) 予測断面図（予測地点 7 大阪市鶴見区諸口 6丁目） 

  

対象道路 

立坑 

8.5 33.7 7.8 

大阪市道鶴見区 

第 9001 号線東行 
大阪市道鶴見区 

第 9001 号線西行 1.5 
● 

●：予測地点 

▲：官民境界 

(単位：m) 

1.5 
● 

●：予測地点 

▲：官民境界 

(単位：m) 

4.5 23.2 8.5 9.4 

大阪 

第三 

水路 

大阪市道鶴見区 

第 9001 号線東行 
大阪市道鶴見区 

第 9001 号線西行 

対象道路 

ｵﾝﾗﾝﾌﾟ 

対象道路 

本線 

対象道路 

ｵﾌﾗﾝﾌﾟ 
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図 8-1-9(8) 予測断面図（予測地点 8 大阪市鶴見区浜 4丁目） 

 

  

1.5 ● 

●：予測地点 

▲：官民境界 

(単位：m) 
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大阪市道鶴見区 

第 9001 号線東行 

大阪市道鶴見区 

第 9001 号線西行 

対象道路 

本線 

対象道路 

ｵﾌﾗﾝﾌﾟ 
対象道路 

ｵﾝﾗﾝﾌﾟ 

15.7 14.6 10.4 
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b） ユニットの設定 

作業単位を考慮した建設機械の組み合わせ（ユニット）は、工事の区分ごとに想定される工

事内容を考慮し、「道路環境影響評価の技術手法」に記載のユニットに基づき、予測断面ごとに

工事の影響が最も大きいユニットを設定しました。なお、シールドトンネルの掘削については、

電源設備による稼働を計画しているため、予測対象ユニットに含めませんでした。 

選定した工事の種別、ユニット及びその数を表 8-1-18(1)～(2)に示します。なお、予測にあ

たっては、同一の予測地域内において同時に稼働する可能性があるユニットも考慮しました。 

予測地点 3、4、5については、工事施工ヤード内を走行する工事用車両（640 台/日）の影響

も考慮しました。工事施工ヤード内を走行する工事用車両の走行速度は 30km/h としました。 

 

表 8-1-18（1）二酸化窒素に係る予測対象の工事の種別、ユニット及びその数 

予測地域 
予測 
地点 
番号 

予測地点 工事の区分 工事の種別 ユニット 
ユニ
ット
数 

（仮称）

豊崎 IC 

周辺 

1 
大阪市北区 

中津 2丁目 
高架 土留・仮締切工 

鋼矢板（アースオ

ーガ併用圧入工） 
1 

2 
大阪市北区 

豊崎 7丁目 
土工（盛土） 

盛土工（路体・

路床） 

盛土（路体・路

床） 
1 

3 
大阪市北区 

豊崎 6丁目 
換気所 地中連続壁工 地中連続壁 4 

4 
大阪市北区 

本庄東 3丁目 

土工（掘割） 

トンネル（開削） 
地中連続壁工 地中連続壁 8 

5 
大阪市北区 

天神橋 8丁目 

トンネル（開削・

シールド） 
地中連続壁工 地中連続壁 1 

（仮称）

内環 IC 

周辺 

6 
大阪市鶴見区 

横堤 4丁目 

トンネル（開削・

シールド） 
地中連続壁工 地中連続壁 1 

7 
大阪市鶴見区 

諸口 6丁目 

土工（掘割） 

トンネル（開削） 
土留・仮締切工 

鋼矢板（アースオ

ーガ併用圧入工） 
4 

（仮称）

門真西 IC

・門真

JCT 周辺 

8 
大阪市鶴見区 

浜 4丁目 
高架 土留・仮締切工 

鋼矢板（アースオ

ーガ併用圧入工） 
19 
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表 8-1-18（2）浮遊粒子状物質に係る予測対象の工事の種別、ユニット及びその数 

予測地域 
予測 
地点 
番号 

予測地点 工事の区分 工事の種別 ユニット 
ユニ
ット
数 

（仮称） 

豊崎 IC 

周辺 

1 
大阪市北区 

中津 2丁目 
高架 掘削工 土砂掘削 1 

2 
大阪市北区 

豊崎 7丁目 
土工（盛土） 

盛土工（路体・路

床） 
盛土（路体・路床） 1 

3 
大阪市北区 

豊崎 6丁目 
換気所 地中連続壁工 地中連続壁 4 

4 
大阪市北区 

本庄東 3丁目 

土工（掘割） 

トンネル（開削） 
掘削工 土砂掘削 16 

5 
大阪市北区 

天神橋 8丁目 

トンネル（開削・

シールド） 
掘削工 土砂掘削 2 

（仮称） 

内環 IC 

周辺 

6 
大阪市鶴見区

横堤 4丁目 

トンネル（開削・

シールド） 
掘削工 土砂掘削 2 

7 
大阪市鶴見区

諸口 6丁目 

土工（掘割） 

トンネル（開削） 
土留・仮締切工 

鋼矢板（アースオ

ーガ併用圧入工） 
4 

（仮称） 

門真西 IC 

・門真

JCT 周辺 

8 
大阪市鶴見区

浜 4丁目 
高架 掘削工 土砂掘削 19 

 

c） 施工範囲 

施工範囲は、各ユニットの施工範囲とし、工事の区分が高架の予測地点については橋脚設

置位置、工事の区分がトンネル（開削・シールド）の予測地点については立坑、その他の工

事の区分については道路または換気所の位置としました。 

 

d） 建設機械の稼働時間 

工事の実施は原則として昼間 8時間のみを計画していることから、建設機械が稼働する時

間は、8時～12 時、13 時～17 時の 8時間としました。 
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e） 気象条件 

（a）予測に用いる気象データ 

予測には、通年観測データを用いました。（仮称）豊崎 IC 周辺については、淀川沿いの風況

を観測した淀川河川事務所毛馬出張所、（仮称）内環 IC 周辺及び（仮称）門真西 IC・門真 JCT

周辺については第三測定局(錦)のデータを用いました。予測に用いた気象データを表 8-1-19 に

示します。 

第三測定局(錦)の気象データについては、四季調査を実施している現地調査結果に基づき風

速の補正を行いました。具体的には、焼野南公園における現地調査結果と同一期間における第

三測定局(錦)の風速データを用いて単相関分析を行い、得られた回帰式（y=0.8336x+0.4711 y:

焼野南公園の測定値  x:第三測定局(錦)の測定値）に第三測定局(錦)の年間の風速データを代

入することにより行いました。 

 

表 8-1-19 予測に用いた気象データ 

予測地域 
予測地点 

番号 
予測地点 予測に用いた気象データ 

（仮称）豊崎

IC 周辺 

1 大阪市北区中津 2丁目 

淀川河川事務所毛馬出張所 

（平成 25 年度） 

2 大阪市北区豊崎 7丁目 

3 大阪市北区豊崎 6丁目 

4 大阪市北区本庄東 3丁目 

5 大阪市北区天神橋 8丁目 

（仮称）内環

IC 周辺 

6 大阪市鶴見区横堤 4丁目 

第三測定局(錦)の風向、風速補正値 

（平成 25 年度） 

7 大阪市鶴見区諸口 6丁目 

（仮称）門真

西 IC・門真

JCT 周辺 

8 大阪市鶴見区浜 4丁目 

 

（b）気象条件 

建設機械が稼働する時間帯（8時～12 時、13 時～17 時）における風向出現頻度及び平均風速

を表 8-1-20(1)～(2)に示します。 

 

表 8-1-20(1) 建設機械の稼働時間帯における風向出現頻度及び平均風速 

（淀川河川事務所毛馬出張所） 

有風時の風向出現頻度（％）及び平均風速（m/s） 弱風時の 

出現頻度 

(％) 方位 N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW 

出現頻度(％) 4.5 4.7 7.8 4.9 2.7 1.1 0.6 0.6 0.8 1.6 2.5 7.8 24.6 4.1 2.6 8.0 21.1 

平均風速(m/s) 2.3 2.1 2.1 2.1 2.0 2.2 1.9 2.2 2.5 2.3 2.7 3.3 3.4 2.6 2.4 2.5 - 

注 1）有風時とは風速が 1m/s を超える場合、弱風時とは風速が 1m/s 以下の場合をいいます。 

注 2）表中の平均風速は、気象データを 10m の高さに補正して集計したものです。 

 

表 8-1-20(2) 建設機械の稼働時間帯における風向出現頻度及び平均風速 

（第三測定局（錦）の風向、風速補正値） 

有風時の風向出現頻度（％）及び平均風速（m/s） 弱風時の 

出現頻度 

(％) 方位 N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW 

出現頻度(％) 10.1 9.2 7.2 5.2 2.4 1.3 0.5 0.9 2.0 4.7 10.2 10.9 9.3 6.7 6.3 8.8 4.3 

平均風速(m/s)  2.4 2.3 2.3 2.4 1.9 2.0 1.7 1.6 1.8 2.4  2.7  2.8 2.7 2.3 2.4 2.6 - 

注 1）有風時とは風速が 1m/s を超える場合、弱風時とは風速が 1m/s 以下の場合をいいます。 

注 2）表中の平均風速は、第三測定局（錦）における風速を、現地調査結果を用いて補正（y=0.8336x+0.4711）し

て集計したもので、地上 10m の高さにおける値を示しています。  
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（c）大気安定度別気象条件 

建設機械の稼働時間帯における地上 10m 高さの大気安定度別風向出現頻度及び平均風速を表

8-1-21(1)～(2)に示します。 

なお、大気安定度は、「道路環境影響評価の技術手法」に基づき、「Pasquill の大気安定度階

級分類法」の分類表を用いて設定しました。 

 

表8-1-21(1) 建設機械の稼働時間帯における大気安定度別風向出現頻度及び平均風速 

（淀川河川事務所毛馬出張所） 
大気 
安定 
度 

有 風 時 の 出 現 頻 度 弱風時 

の出現 

頻度(％) 方位 N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW 

A 
出現頻度(％) 0.3 0.4 0.5 0.2 0.1 0.1 - - 0.1 0.1 - 0.2 0.2 0.2 0.1 0.3 3.6 

平均風速(m/s) 1.4 1.4 1.3 1.5 1.4 1.3 - - 1.8 1.4 - 1.5 1.5 1.5 1.4 1.3 - 

A-B 
出現頻度(％) 0.4 0.4 0.8 0.4 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.3 0.4 0.6 2.0 1.0 0.4 0.5 4.2 

平均風速(m/s) 2.0 2.0 1.8 1.6 1.9 1.6 1.8 1.9 1.5 2.1 1.9 1.9 2.1 2.0 2.1 1.9 - 

B 
出現頻度(％) 0.7 0.5 0.8 0.3 0.4 0.1 - - 0.1 0.3 0.4 1.3 3.8 0.7 0.4 0.9 1.8 

平均風速(m/s) 2.5 2.0 2.2 1.8 2.1 2.7 2.5 2.0 2.4 2.2 2.5 2.8 3.0 2.9 2.1 2.3 - 

B-C 
出現頻度(％) 0.1 0.1 - 0.1 0.1 - - - - 0.1 0.1 0.3 1.6 0.1 0.1 0.5 0.0 

平均風速(m/s) 3.5 3.3 - 3.4 3.1 - - - 3.5 3.0 3.7 3.6 3.5 3.1 3.9 3.5 - 

C 
出現頻度(％) 0.3 0.2 0.3 0.1 0.1 - - - - - 0.2 1.0 2.7 0.3 0.2 1.1 0.0 

平均風速(m/s) 2.5 2.7 2.5 2.6 2.5 2.5 2.4 - 4.1 3.7 3.2 3.9 3.9 2.8 3.2 2.9 - 

C-D 
出現頻度(％) 0.1 - - - - - - - - - - 0.5 1.3 0.1 0.1 - 0.0 

平均風速(m/s) 4.6 - - - - - - - - - - 4.5 4.8 4.6 4.4 5.3 - 

D 
出現頻度(％) 2.6 3.1 5.4 3.7 1.9 0.8 0.4 0.5 0.5 0.8 1.3 3.9 12.9 1.7 1.4 4.6 11.6 

平均風速(m/s) 2.3 2.1 2.1 2.2 1.9 2.3 1.8 2.2 2.6 2.5 2.9 3.5 3.6 2.8 2.4 2.5 - 

注 1）有風時とは風速が 1m/s を超える場合、弱風時とは風速が 1m/s 以下の場合をいいます。 

注 2）表中の記号の内容は以下のとおりです。 

   A:強不安定 A-B:強不安定から不安定の間 B:不安定 B-C:不安定から弱不安定の間 C:弱不安定 

C-D:弱不安定から中立の間 D:中立 

注 3）表中の値は、気象データを 10m の高さに補正して集計したものです。 

 

表8-1-21(2) 建設機械の稼働時間帯における大気安定度別風向出現頻度及び平均風速 

（第三測定局（錦）の風向、風速補正値） 

大気 
安定 
度 

有 風 時 の 出 現 頻 度 弱風時 

の出現 

頻度(％) 方位 N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW 

A 
出現頻度(％) 0.4 0.4 0.5 0.2 0.4 0.1 - 0.2 0.3 0.3 0.4 0.5 0.4 0.6 0.4 0.4 0.3 

平均風速(m/s) 1.6 1.5 1.7 1.7 1.6 1.4 1.2 1.5 1.4 1.4 1.5 1.5 1.5 1.6 1.5 1.5 - 

A-B 
出現頻度(％) 1.1 0.8 1.0 0.8 0.3 0.4 0.1 0.1 0.4 1.0 1.5 1.3 1.2 1.3 1.0 0.8 0.9 

平均風速(m/s) 1.8 1.7 1.8 2.0 2.0 2.1 1.4 1.8 1.4 1.9 2.2 2.2 2.2 1.9 1.9 2.0 - 

B 
出現頻度(％) 0.9 1.1 0.4 0.3 0.2 0.1 - 0.1 0.2 0.4 1.9 1.9 1.6 0.9 1.0 1.3 0.9 

平均風速(m/s) 2.2 2.2 2.0 2.4 1.8 2.4 2.1 1.4 1.6 2.0 2.6 2.7 2.4 2.1 2.3 2.5 - 

B-C 
出現頻度(％) 0.4 - - 0.2 - - - - - 0.2 0.8 0.8 0.5 0.1 0.4 0.6 0.0 

平均風速(m/s) 3.5 3.9 3.1 3.4 - - - - - 3.4 3.4 3.3 3.5 3.5 3.4 3.5 - 

C 
出現頻度(％) 0.8 0.3 0.1 0.1 0.1 - - - 0.1 0.2 1.0 1.2 1.2 0.4 0.5 1.2 0.0 

平均風速(m/s) 3.0 2.8 2.7 2.5 2.2 - - - 2.4 3.8 3.2 3.3 3.0 2.7 2.8 3.1  

C-D 
出現頻度(％) 0.3 - - - - - - - - 0 0.1 0.4 0.1 0.1 - 0.1 0.0 

平均風速(m/s) 4.2 - - 4.2 - - - - - 0 4.3 4.3 4.4 4.6 4.0 4.2 - 

D 
出現頻度(％) 6.2 6.6 5.1 3.5 1.4 0.7 0.3 0.4 1.1 2.6 4.4 4.8 4.3 3.4 3.1 4.4 2.3 

平均風速(m/s) 2.4 2.4 2.4 2.4 2.0 2.0 1.8 1.6 2.0 2.6 2.8 2.8 2.8 2.5 2.5 2.5 - 

注1）有風時とは風速が1m/s を超える場合、弱風時とは風速が1m/s 以下の場合をいいます。 

注2）表中の記号の内容は以下のとおりです。 

A:強不安定 A-B:強不安定から不安定の間 B:不安定 B-C:不安定から弱不安定の間 C:弱不安定 

C-D:弱不安定から中立の間 D:中立 

注3）表中の平均風速は、第三測定局（錦）における風速を現地調査結果を用いて補正（y=0.8336x+0.4711）して

集計したもので、地上10m の高さにおける値を示しています。 
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（d）異常年検定 

予測に用いる気象データについては、大阪管区気象台の風向・風速データを基に異常年検定

を行いました。予測に用いる平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月の気象データを検定年とし、10 年

間（平成 15 年 4 月～平成 25 年 3 月）の気象データを統計年としました。検定方法は、分散分

析による F分布棄却検定法とし、判定に用いる危険率は 1％としました。 

異常年検定の結果、表 8-1-22(1)～(2)に示すとおり、危険率 1％において、平成 25 年度は異

常年ではないと判定しました。 
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f） 排出源高さの風速設定 

前述の気象データをもとに、「道路環境影響評価の技術手法」に基づき、次式により排出源高

さの風速を求めました。 

U = U 0 ( H / H 0 ) P  

ここで、 

 U ：高さ H（m）の風速（m/s） 

 U0 ：基準高さ H0（m）の風速（m/s） 

 H ：排出源高さ（m） 

 H0 ：基準とする高さ（m） 

 P ：べき指数 

 

なお、べき指数 P の値は予測地域が市街地にあることから、1/3 としました。 

 

g） 排出源の高さ 

建設機械の稼働における排出源の高さは、「道路環境影響評価の技術手法」に基づき設定しま

した。 

設定した排出源高さを表 8-1-23 に示します。 

 

表 8-1-23 設定したユニットの排出源高さ 

ユニット 排出源高さ（m） 

土砂掘削 3.1 

盛土（路体・路床） 3.0 

鋼矢板（アースオーガ併用圧入工） 2.1 

地中連続壁 2.2 
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h） 排出源の位置 

（a）換気所、立坑 

換気所、立坑の排出源は施工範囲の中心に点煙源として配置しました。排出源の配置方法を

図 8-1-10 に示します。 

 

（b）換気所、立坑以外 

排出源の位置は、「道路環境影響評価の技術手法」に基づき、道路横断方向には構造区分ごと

の施工範囲幅の中心に、道路縦断方向には構造区分ごとの施工範囲幅の間隔に点煙源として配

置しました。排出源の配置方法を図 8-1-10 に示します。 

 

 

 

 

 

 

換気所、立坑 

 

 

 

 

 

換気所、立坑以外 

図 8-1-10 排出源の配置方法 

 

i） 排出係数 

1 ユニットの単位稼働日あたりに排出される窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の量（以下、「排

出係数」といいます。）は、「道路環境影響評価の技術手法」を基に設定しました。ユニットご

との排出係数は、ユニットを構成する建設機械の排出係数の和としました。 

排出係数の設定にあたっては、「道路環境影響評価の技術手法」に記載の設定方法に従い、排

出ガス対策型（第二次基準値）の建設機械を使用することとし、ユニットごとの排出係数を設

定しました。 

設定した排出係数を表 8-1-24 に示します。 
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表 8-1-24 排出係数 

ユニット 機械名 

建設機械の排出係数 

（g/日） 

1 ﾕﾆｯﾄあたりの排出係数

（g/日） 

代表排

気管高

さ

（m） 
窒素酸化物 

浮遊粒子

状物質 
窒素酸化物 

浮遊粒子

状物質 

土砂掘削 
バックホウ 1824 74 

2158 99 3.1 
小型バックホウ 334 24 

盛土（路体・

路床） 

ブルドーザ 1398 57 
2011 82 3.0 

タイヤローラ 613 25 

鋼矢板（アー

スオーガ併用

圧入工） 

アースオーガー併

用圧入杭打ち機 
970 27 

2159 80 2.1 

バックホウ 1189 53 

地中連続壁 

地中連続壁施工機 1759 50 

4042 133 2.2 バックホウ 1189 53 

クローラクレーン 1095 31 

注）整数表記のため、建設機械の排出係数の和が 1 ﾕﾆｯﾄあたりの排出係数と一致しない場合があります。 

 

j） 単位時間あたり排出量 

窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の単位時間あたり排出量は、「道路環境影響評価の技術手法」

に基づき、以下の式により求めました。 

 

ここで、 

 Q :単位時間あたり排出量（mL/s または mg/s） 

 VW :体積換算係数（mL/g または mg/g） 

窒素酸化物については 20℃、1気圧で 523mL/g 

浮遊粒子状物質については、1000mg/g 

 Ei :ユニット i の排出係数（g/ユニット/日） 

 Nu :ユニット i の数（ユニット） 

 Nd :ユニット i の年間工事日数（日） 

 

年間工事日数は、非稼動日を考慮せず、予測上 365 日としました。 

 

  


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k） 年平均値の算出 

窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の年平均値（年平均濃度）は、「道路環境影響評価の技術手法」

に基づき、以下の式により求めました。 

ここで、  

 Ca :年平均濃度(ppm または mg/m3) 

 Rwsr :プルーム式により求められた風向別大気安定度別基準濃度(1/m2) 

 Rr :パフ式により求められた大気安定度別基準濃度(s/m3) 

 fwsr :稼働時間帯における年平均大気安定度別風向出現割合 

 usr :稼働時間帯における年平均大気安定度別風向別平均風速(m/s) 

 fcr :稼働時間帯における年平均大気安定度別弱風時出現割合 

 Q :稼働・非稼働時及び稼働日を考慮した単位時間あたり排出量(mL/s 又は mg/s) 

 

 なお、sは風向（16 方位）、rは大気安定度の別を示します。 

 

l） NOX変換式 

予測した窒素酸化物の年平均値を以下に示す NOｘ変換式を用いて、二酸化窒素の年平均値に

変換しました。本 NOX変換式は、2001 年～2010 年（10 年間）の全国の一般環境大気測定局及び

自動車排出ガス測定局の年平均値を用い、自動車排出ガス測定局の値からその自動車排出ガス

測定局と同一市町村内にあるすべての一般環境大気測定局の平均値を差し引き、道路の影響と

考えられる窒素酸化物及び二酸化窒素の濃度を計算したのち、最小二乗法によりパラメータを

求めて設定したものです。 

 

 

ここで、 

[NOx] ：窒素酸化物の工事による寄与濃度（ppm） 

[NO2] ：二酸化窒素の工事による寄与濃度（ppm） 

[NOx]BG ：窒素酸化物のバックグラウンド濃度（ppm） 

[NOx]T ：窒素酸化物のバックグラウンド濃度と工事による寄与濃度の合計値（ppm） 

（[NOx]T ＝[NOx]+[NOx]BG） 
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m） バックグラウンド濃度 

予測対象時期における窒素酸化物、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度

は予測地点近傍における既存の一般環境大気測定局である菅北小学校及び第三測定局（錦）の

現況値（平成 25 年度）の年平均値を用い、現地調査地点における年平均値を推定した値を用い

ました。 

年平均値の推定は、四季観測を行った現地調査の日平均値と、現地調査と同一期間における

既存資料の日平均値のデータ間で単相関分析を行い、得られた回帰式に既存資料の年平均値を

代入することにより行いました。 

窒素酸化物、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度を表 8-1-25 に示しま

す。 

 

表 8-1-25 二酸化窒素及び浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度 

予測地域 
予測 
地点 
番号 

予測地点 

バックグラウンド濃度 
年平均値の推定に用いた 

調査地点と回帰式 
窒素酸
化物 

（ppm） 

二酸化
窒素 

（ppm） 

浮遊粒子
状物質 

（mg/m3） 

（仮称）豊

崎 IC 周辺 

1 
大阪市北区 

中津 2丁目 

0.0311 0.0228 0.0242 

＜調査地点＞ 

既存資料：菅北小学校 

現地調査：豊崎東公園 

＜回帰式＞ 

窒素酸化物 

y=1.0166x+0.0047 

二酸化窒素 

y=0.9484x+0.0038 

浮遊粒子状物質 

y=0.5583x+0.0108 

2 
大阪市北区 

豊崎 7丁目 

3 
大阪市北区 

豊崎 6丁目 

4 
大阪市北区 

本庄東 3丁目 

5 
大阪市北区 

天神橋 8丁目 

（仮称）内

環 IC 周辺 

6 
大阪市鶴見区 

横堤 4丁目 

0.0314 0.0214 0.0247 

＜調査地点＞ 

既存資料：第三測定局（錦） 

現地調査：焼野南公園 

＜回帰式＞ 

窒素酸化物 

y=0.9284x+0.0063 

二酸化窒素 

y=0.9486x+0.0053 

浮遊粒子状物質 

y=0.828x+0.0065 

7 
大阪市鶴見区 

諸口 6丁目 

（仮称）門

真西 IC・門

真 JCT 周辺 

8 
大阪市鶴見区 

浜 4丁目 

注）回帰式における記号の内容は以下のとおりです。 

x：既存資料における日平均値 

y：現地調査地点における日平均値  
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n） 日平均値の年間 98％値及び年間 2％除外値 

予測された年平均値は、図 8-1-11 に示す手順で、日平均値の年間 98％値又は年間 2％除外値

へ換算しました。日平均値の年間 98％値又は年間 2％除外値への換算式を表 8-1-26 に示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

図 8-1-11 年平均値から日平均値の年間 98％値等への換算手順 

 

表 8-1-26 年平均値から日平均値の年間 98％値又は年間 2％除外値への換算式 

項 目 換算式 

二酸化窒素 

[年間 98％値]=a([N02]BG+[N02]R)+b 
a=1.34+0.11･exp(-[N02]R/[N02]BG) 
b=0.0070+0.0012･exp(-[N02]R/[N02]BG) 

浮遊粒子状物質 

[年間 2％除外値]=a([SPM]BG+[SPM]R)+b 
a=1.71+0.37･exp(-[SPM]R/[SPM]BG) 
b=0.0063+0.0014･exp(-[SPM]R/[SPM]BG) 

注）[NO2]R  :二酸化窒素の建設機械等寄与濃度の年平均値（ppm） 
[NO2]BG  :二酸化窒素のバックグラウンド濃度の年平均値（ppm） 
[SPM]R  :浮遊粒子状物質の建設機械等寄与濃度の年平均値（mg/m3） 
[SPM]BG   :浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度の年平均値（mg/m3） 

 

 

  

建設機械等からの寄与濃度の年平均値 

バックグラウンド濃度の年平均値 

換算式 日平均値の年間 98％値等 
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（2） 予測の結果 

予測地点における予測結果を表 8-1-27(1)～(2)に示します。 

予測の結果、二酸化窒素の建設機械及び施工ヤード内を走行する工事用車両の寄与濃度の年

平均値は 0.0006～0.0138ppm となります。また、浮遊粒子状物質の建設機械及び施工ヤード内

を走行する工事用車両の寄与濃度の年平均値は 0.00017～0.00415mg/m3となります。 

バックグラウンド濃度を含めた二酸化窒素の年平均値は 0.0233～0.0366ppm となります。こ

れを基に換算した日平均値の年間 98％値は、0.042～0.059ppm となり、二酸化窒素に係る環境

基準に定められた値（0.04ppm から 0.06ppm までのゾーン内）以下になると予測されます。 

バックグラウンド濃度を含めた浮遊粒子状物質の年平均値は 0.0244～0.0283mg/m3 となりま

す。これを基に換算した日平均値の年間 2％除外値は、0.058～0.065mg/m3となり、浮遊粒子状

物質に係る環境基準に定められた値（0.10mg/m3）以下になると予測されます。 

 

表 8-1-27(1) 建設機械の稼働に係る二酸化窒素の予測結果 

［単位：ppm］ 

予測地域 
予測 
地点 
番号 

予測地点 ユニット 

窒素酸化物 二酸化窒素 

年平均値 年平均値 日平均
値の 
年間 

98％値 

寄与濃度 
寄与 
濃度 

バックグ
ラウンド
濃度 

計 建設 
機械 

工事用 
車両 

（仮称） 

豊崎 IC 

周辺 

1 
大阪市北区 

中津 2丁目 

鋼矢板（アー
スオーガ併用
圧入工） 

0.0041 － 0.0012 

0.0228 

0.0239 0.043 

2 
大阪市北区 

豊崎 7丁目 
盛土（路体・
路床） 

0.0022 － 0.0006 0.0233 0.042 

3 
大阪市北区 

豊崎 6丁目 
地中連続壁 0.0345 0.0000 0.0098 0.0325 0.054 

4 
大阪市北区 

本庄東 3丁目 
地中連続壁 0.0535 0.0005 0.0138 0.0366 0.059 

5 
大阪市北区 

天神橋 8丁目 
地中連続壁 0.0440 0.0004 0.0119 0.0347 0.056 

（仮称） 

内環 IC 

周辺 

6 
大阪市鶴見区 

横堤 4丁目 
地中連続壁 0.0318 － 0.0091 

0.0214 

0.0305 0.051 

7 
大阪市鶴見区 

諸口 6丁目 

鋼矢板（アー
スオーガ併用
圧入工） 

0.0385 － 0.0106 0.0321 0.053 

（仮称）

門真西 IC

・門真

JCT 周辺 

8 
大阪市鶴見区

浜 4丁目 

鋼矢板（アー
スオーガ併用
圧入工） 

0.0286 － 0.0083 0.0297 0.050 

注1）表中の工事用車両は、施工ヤード内を走行する工事用車両を示します。 

注2）表中の0.0000は、小数第5位を四捨五入し0.0000となることを示します。 
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表 8-1-27(2) 建設機械の稼働に係る浮遊粒子状物質の予測結果 

［単位：mg/m3］ 

予測地域 
予測 
地点 
番号 

予測地点 ユニット 

浮遊粒子状物質 

年平均値 日平均
値の年
間 2％
除外値 

寄与濃度 バックグ
ラウンド
濃度 

計 建設 
機械 

工事用 
車両 

（仮称） 

豊崎 IC 

周辺 

1 
大阪市北区 

中津 2丁目 
土砂掘削 0.00037 － 

0.0242 

0.0246 0.059 

2 
大阪市北区 

豊崎 7丁目 
盛土（路体・
路床） 

0.00017 － 0.0244 0.058 

3 
大阪市北区 

豊崎 6丁目 
地中連続壁 0.00219 0.00000 0.0264 0.062 

4 
大阪市北区 

本庄東 3丁目 
土砂掘削 0.00413 0.00002 0.0283 0.065 

5 
大阪市北区 

天神橋 8丁目 
土砂掘削 0.00318 0.00002 0.0274 0.063 

（仮称） 

内環 IC 

周辺 

6 
大阪市鶴見区 

横堤 4丁目 
土砂掘削 0.00248 － 

0.0247 

0.0272 0.063 

7 
大阪市鶴見区 

諸口 6丁目 

鋼矢板（アー
スオーガ併用
圧入工） 

0.00272 － 0.0274 0.064 

（仮称）

門真西 IC

・門真

JCT 周辺 

8 
大阪市鶴見区 

浜 4丁目 
土砂掘削 0.00202 － 0.0267 0.062 

注1）表中の工事用車両は、施工ヤード内を走行する工事用車両を示します。 

注2）表中の0.00000は、小数第6位を四捨五入し0.00000となることを示します。 
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3） 環境保全措置の検討 

（1） 環境保全措置の検討の状況 

建設機械の稼働に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質に関する影響について、事業者の実行

可能な範囲内で環境影響をできる限り回避又は低減することを目的として、表 8-1-28 に示すと

おり、環境保全措置の検討を行いました。 

 

表 8-1-28 環境保全措置の検討の状況 

環境保全措置 
実施の 

適 否 
適否の理由 

排出ガス対策型の建設機械

の採用 
適 

より効果の高い排出ガス対策型の建設機械を採用する

ことにより、窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の抑制が見

込まれます。 

建設機械の集中稼働を避け

た効率的稼働 
適 

建設機械の複合同時作業を極力避けること等により、二

酸化窒素及び浮遊粒子状物質の集中的な発生の低減が

見込まれます。 

 

 

（2） 環境保全措置の実施主体、方法その他の環境保全措置の実施の内容 

環境保全措置としては、「排出ガス対策型の建設機械の採用」及び「建設機械の集中稼働を避

けた効率的稼働」を実施します。 

環境保全措置の実施主体は事業者です。環境保全措置の実施内容等の検討結果を表8-1-29(1)

～(2)に示します。 

なお、事業実施段階においては、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の低減に係る技術開発の状

況を踏まえ、必要に応じ、事業者の実行可能な範囲内でより良い技術を導入します。 

 

表 8-1-29(1) 環境保全措置の検討結果 

実施内容 
種類 排出ガス対策型の建設機械の採用 

位置 保全対象に近接する工事実施区域周辺 

保全措置の効果 
より効果の高い排出ガス対策型の建設機械を採用することによ

り、窒素酸化物及び浮遊粒子状物質が抑制されます。 

他の環境への影響 なし 

 

表 8-1-29(2) 環境保全措置の検討結果 

実施内容 
種類 建設機械の集中稼働を避けた効率的稼働 

位置 保全対象に近接する工事実施区域周辺 

保全措置の効果 
集中稼働を避けること等により、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

の集中的な発生が低減されます。 

他の環境への影響 
集中稼働を避けることにより、騒音及び振動への影響が緩和され

ます。 
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4） 評価 

（1） 評価の手法 

① 回避又は低減に係る評価 

建設機械の稼働に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の評価は、事業の実施による影響が、

事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は低減されており、必要に応じその

他の方法により環境の保全についての配慮が適正になされているかどうかについて、見解を明

らかにすることにより行いました。 

 

② 基準又は目標との整合性の検討 

予測により求めた建設機械の稼働に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の濃度を表 8-1-30

に示す基準又は目標と整合が図られているかどうかについて評価しました。 

なお、基準又は目標と比較する大気質の濃度は、日平均値の年間 98％値（もしくは日平均値

の年間 2％除外値）としました。 

 

表 8-1-30 整合を図る基準又は目標 

項目 整合を図る基準又は目標 

二酸化窒

素 

「二酸化窒素に係る環境基準について」 

(昭和 53 年環境庁告示第 38 号) 
1時間値の1日平均値が0.04ppmから

0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下であ

ること。 大阪府環境保全目標 

「大阪 21 世紀の新環境総合計画」（平成 23 年

3 月、大阪府）に基づく「目標 2020 年」 

日平均値0.06ppm以下を確実に達成すると

ともに、0.04ppm以上の地域を改善する。 

「大阪市環境基本計画」（平成 23 年 3月、大

阪市）に基づく大阪市環境保全目標 

1時間値の1日平均値0.06ppmを達成し、

さらに0.04ppm以下をめざす。 

浮遊粒子

状物質 

「大気の汚染に係る環境基準について」 

(昭和 48 年環境庁告示第 25 号) 1時間値の1日平均値が0.10 mg/m3以下であ

ること。 
大阪府環境保全目標 
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（2） 評価の結果 

① 回避又は低減に係る評価 

対象道路は、生活環境への影響を低減するために、主にシールドトンネル構造を採用し、住

居等の近傍における地表部での工事を避けた計画としています。また、工事に用いる建設機械

は、排出ガス対策型（二次排出ガス対策型）を用いることを基本とし、環境負荷が小さいもの

を使用する計画としています。また、工事は原則として昼間に行います。現道の道路交通を確

保しながら実施する必要がある箇所においては橋梁の架設等の夜間作業を一時的に行う可能性

がありますが、極力夜間作業を少なくする工事計画としています。 

さらに、環境保全措置として、表 8-1-29(1)～(2)に示す「排出ガス対策型の建設機械の採用」

及び「建設機械の集中稼働を避けた効率的稼働」を実施します。なお、事業実施段階において

は、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の低減に係る技術開発の状況を踏まえ、必要に応じ、事業

者の実行可能な範囲内でより良い技術を導入します。 

これらのことから、建設機械の稼働に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質に関する影響は、

事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避又は低減されていると評価します。 

 

② 基準又は目標との整合性の検討 

各予測地点における建設機械の稼働に係る二酸化窒素の日平均値の年間 98％値は 0.042～

0.059ppm となり、「二酸化窒素に係る環境基準について」(昭和 53 年環境庁告示第 38 号)に基

づく環境基準との整合が図られていると評価します。また、大阪府環境保全目標との整合が図

られていると評価します。さらに、各予測地点における建設機械の稼動に係る二酸化窒素の日

平均値の年間 98％値は 0.04ppm を超過するものの、表 8-1-29(1)～(2)に示す「排出ガス対策型

の建設機械の採用」及び「建設機械の集中稼働を避けた効率的稼働」を実施するほか、事業実

施段階においては、二酸化窒素の低減に係る技術開発の状況を踏まえ、必要に応じ、事業者の

実行可能な範囲内でより良い技術を導入することにより、0.04ppm 以上の地域を改善し、かつ、

0.04ppm 以下をめざします。このことから、「大阪21世紀の新環境総合計画」（平成23年 3月、大

阪府）に基づく「目標2020年」及び「大阪市環境基本計画」（平成23年 3月、大阪市）に基づく大

阪市環境保全目標との整合が図られていると評価します。 

各予測地点における建設機械の稼働に係る浮遊粒子状物質の日平均値の年間 2％除外値は

0.058～0.065mg/m3となり、「大気の汚染に係る環境基準について」(昭和 48 年環境庁告示第 25

号)に基づく環境基準との整合が図られていると評価します。また、大阪府環境保全目標との整

合が図られていると評価します。 
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表 8-1-31(1) 整合を図る基準又は目標との整合性に係る評価結果（二酸化窒素） 

［単位：ppm］ 

予測地域 
予測 
地点 
番号 

予測地点 年平均値 
日平均値の 
年間 98％値 

基準又は目標 
基準又は
目標との 
整合状況 

（仮称） 

豊崎 IC 

周辺 

1 
大阪市北区 

中津 2丁目 
0.0239 0.043 

1 時間値の 1 日平均値
が 0.04ppm か ら
0.06ppm までのゾーン
内又はそれ以下である
こと。 

○ 

2 
大阪市北区 

豊崎 7丁目 
0.0233 0.042 ○ 

3 
大阪市北区 

豊崎 6丁目 
0.0325 0.054 ○ 

4 
大阪市北区 

本庄東 3丁目 
0.0366 0.059 ○ 

5 
大阪市北区 

天神橋 8丁目 
0.0347 0.056 ○ 

（仮称） 

内環 IC 

周辺 

6 
大阪市鶴見区 

横堤 4丁目 
0.0305 0.051 ○ 

7 
大阪市鶴見区 

諸口 6丁目 
0.0321 0.053 ○ 

（仮称）門

真西 IC・門

真 JCT 周辺 

8 
大阪市鶴見区 

浜 4丁目 
0.0297 0.050 ○ 

注）本表における基準又は目標は、「二酸化窒素に係る環境基準について」(昭和53年環境庁告示第38号)に基づく

環境基準を示します。 

 

表 8-1-31(2) 整合を図る基準又は目標との整合性に係る評価結果（浮遊粒子状物質） 

［単位：mg/m3］ 

予測地域 
予測 
地点 
番号 

予測地点 年平均値 
日平均値の 
年間 2％除外

値 
基準又は目標 

基準又は
目標との 
整合状況 

（仮称） 

豊崎 IC 

周辺 

1 
大阪市北区 

中津 2丁目 
0.0246 0.059 

1時間値の1日平均値
が0.10mg/m3以下であ
ること。 

○ 

2 
大阪市北区 

豊崎 7丁目 
0.0244 0.058 ○ 

3 
大阪市北区 

豊崎 6丁目 
0.0264 0.062 ○ 

4 
大阪市北区 

本庄東 3丁目 
0.0283 0.065 ○ 

5 
大阪市北区 

天神橋 8丁目 
0.0274 0.063 ○ 

（仮称） 

内環 IC 

周辺 

6 
大阪市鶴見区 

横堤 4丁目 
0.0272 0.063 ○ 

7 
大阪市鶴見区 

諸口 6丁目 
0.0274 0.064 ○ 

（仮称）門

真西 IC・門

真 JCT 周辺 

8 
大阪市鶴見区 

浜 4丁目 
0.0267 0.062 ○ 

注）本表における基準又は目標は、「大気の汚染に係る環境基準について」(昭和48年環境庁告示第25号)に基づく

環境基準を示します。 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




